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解説
複合生態フィーノレド制御部では，東北大学大学院農学研
究科附属複合生態フィーノレドセンター北山地区のリモート
センシングによる観測データの解析，およびこれまでに作
成・取得された紙地図や空中写真をもとにした植生環境の
変遷に関する研究をすすめている (Saitoet al.， 2009)。
リモートセンシングによる観測データとしては，国内外
の人工衛星による観測データのほかに，航空機で観測した
以下のデータを保有している(斎藤他， 2008，浪波他，
2009，杉原他， 2010)。
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ハイパースベクトノレ観測は(財)宇宙システム開発利用
推進機構との共同研究による。レーザプロファイノレ観測は
東北大学生態適応グローパノレCOEによる。
ノ¥イパースベクトル観測のデータの解析によって，これ
までに土地被覆分類図(浪波他， 2009) と針葉樹を対象に
した樹種分類図(矢部他， 2011， 2012) を作成している。
図1， 2に2007年 7月24日観測データを用いた土地被覆
分類図を示す。敷地の範囲は東北大学附属演習林植生なら
びに経営計画図による。ともに同じデータの解析結果であ
るが，分類項目が異なる。図3は針葉樹林の樹種分類結果
である。これらの分類処理は現地調査の結果に基づきおこ
なっている。単独または少数画素分類を無くするための平
滑化処理として 7x 7ウインドウの多数決処理を適用した。
図4は環境省による植生調査をもとにした 1970年代後
半の，図 5は植生ならびに経営計画図をもとにした 1960
年代の土地被覆分類図である(浪波他， 2009)。植生調査
の結果としては環境省の生物多様性情報システムより GIS
データが提供されている。植生並びに経営計画図は紙媒体
をデジタノレデータに変換した。図 4，5の分類項目は図 l
と同じであり，比較することによって土地被覆の変遷をみ
ることができる。
これらの分類図は，森林をはじめとした植生の管理に活
用されることが期待できる。また，生物種の分布や変遷な
どとあわせた生物環境の解明などの研究における基礎デー
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図 l 土地被覆分類図 (2007年)
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図2 土地被覆分類図 (2007年)
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図4 土地被覆分類図 (1970年代後半)
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図3 樹種分類図 (2007年)
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図5 土地被覆分類図 (1960年代)
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タとしても期待される。今後，レーザプロファイノレ観灘デー
タや衛星画像および過去に撮像された空中写真を解析する
ことにより，植生量の抽出や植生の時系列での変遷のさら
なる追跡をおこない，デジタノレフィーノレドセンターの構築
をすすめていきたい。
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